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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
中
国
の
正
月
風
景

雲
南
ペ
ー
族
の
正
月
「
ゾ
ウ
ワ
ー
」
と

神
像
呪
符
「
甲
馬
子
」
に
み
る
春
節
の
神
々

川 

野
　
明 

正
　

一
．
ペ
ー
族
の
概
要

　

本
論
は
鈴
木
健
之
氏
の
扱
う
漢
族
の
春
節
と
鈴
木
正
崇
氏
の
扱
う
ミ
ャ

オ
族
の
正
月
に
対
し
、
中
間
的
な
事
例
と
し
て
、
漢
文
化
の
強
い
影
響
下

に
あ
る
少
数
民
族
、
ペ
ー
族
の
春
節
「
ゾ
ウ
ワ
ー
」
を
扱
う
。

　

ペ
ー
族
は
白
族
と
表
記
し
、自
称
は
「
ベ
ー
ホ
ー
」「
ベ
ー
ニ
ー
」
で
「
白

い
人
」
の
意
味
で
あ
る
。
中
国
雲
南
省
西
部
、
大
理
白
族
自
治
州
を
中
心

に
居
住
し
、
二
○
○
○
年
の
統
計
で
は
人
口
一
八
五
万
八
千
人
。
言
語
は

チ
ベ
ッ
ト
・
漢
語
族
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語
派
ペ
ー
語
支
に
属
す
る
。
貴

州
省
畢
節
地
区
、
四
川
省
西
昌
市
、
湖
南
省
桑
植
県
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
北
部

な
ど
に
も
少
数
が
居
住
す
る
。

　

ぺ
ー
族
は
大
理
州
一
帯
の
土
着
の
民
族
で
、
唐
代
の
南
詔
国
・
宋
代
の

大
理
国
の
主
要
な
民
族
を
構
成
し
た
白
蛮
の
末
裔
で
あ
り
、
明
代
以
降
大

量
に
辺
疆
防
衛
な
ど
で
雲
南
省
に
移
住
し
て
き
た
漢
人
（
現
在
の
漢
族
）

か
ら
は
「
民
家
」（
土
着
民
の
意
・
漢
人
を
「
軍
戸
」
と
す
る
に
対
す
る
）

と
呼
ば
れ
た
。

　

ペ
ー
族
は
、
旧
暦
六
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
る
火
フ
ゥ
オ
バ
ー
チ
ィ
エ

把
節
（
た
い
ま
つ

祭
り
・
ペ
ー
族
語
シ
ー
ホ
ゥ
イ
チ
ィ
エ
ー
・
以
下
雲
南
漢
語
は
ル
ビ
、
ペ
ー

族
語
は
か
っ
こ
内
に
表
記
す
る
）
な
ど
、
イ
族
・
ナ
シ
族
・
リ
ス
族
な
ど
、

四
川
省
南
部
や
雲
南
省
の
山
岳
地
帯
に
居
住
す
る
チ
ベ
ッ
ト
・
ビ
ル
マ
語

派
イ
語
支
の
諸
民
族
と
も
共
通
す
る
風
俗
習
慣
を
も
つ
一
方
、
外
来
文
化

の
受
容
に
長
け
る
。
と
く
に
漢
文
化
と
の
関
係
で
は
、明
・
清
代
に
か
け
て
、

私
塾
や
書
院
で
四
書
五
経
な
ど
の
漢
籍
を
学
び
、
科
挙
を
受
験
し
て
官
僚

に
な
る
者
も
多
く
、
民
居
の
壁
面
に
漢
詩
文
や
中
国
伝
統
絵
画
を
書
き
つ

け
、
柱
や
門
扉
の
各
所
に
は
中
国
の
伝
統
的
な
対
句
で
あ
る
対
聯
を
貼
る

な
ど
、強
い
影
響
を
受
け
る
。
言
語
的
に
も
ペ
ー
族
語
は
、他
の
チ
ベ
ッ
ト
・

ビ
ル
マ
語
派
の
言
語
が
Ｓ
Ｏ
Ｖ
形
式
を
取
る
の
に
対
し
て
、
漢
語
と
同
じ

Ｓ
Ｖ
Ｏ
形
式
で
あ
る
。

　

年
中
行
事
は
火
把
節
の
ほ
か
、
村
落
の
守
護
神
で
あ
る
本ペ
ン
ツ
ー主

（
ウ

ズ
）
を
村
毎
に
祭
祀
す
る
本
主
節
や
、
旧
暦
三
月
に
行
わ
れ
る
交
易

市
「
三サ
ン
ユ
エ
ガ
イ

月
街
」（
サ
ー
ワ
ー
ズ
ー
）、
旧
暦
四
月
に
行
わ
れ
る
巡
礼
行
事

「
繞ラ
オ
サ
ン
リ
ン

三
霊
」（
グ
ゥ
ェ
サ
ー
ラ
ー
）
な
ど
、
ペ
ー
族
独
自
の
年
中
行
事
も
多

い
が
、
漢
族
と
同
じ
伝
統
的
な
農
暦
に
基
づ
き
、
旧
暦
一
月
の
春
節
（
以

下
旧
暦
に
よ
る
）・
四
月
の
墓
参
行
事
で
あ
る
清
明
節
・
五
月
五
日
の
端

午
節
・
七
月
の
祖
先
祭
祀
、八
月
十
五
日
の
中
秋
節
、九
月
九
日
の
重
陽
節
、

十
一
月
の
冬
至
節
、
十
二
月
末
の
竈
神
送
り
の
行
事
な
ど
、
内
地
の
漢
族

が
行
う
主
な
節
句
は
ペ
ー
族
に
も
み
ら
れ
る
。
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二
．
ペ
ー
族
の
春
節
「
ゾ
ウ
ワ
ー
」

　

ペ
ー
族
は
正
月
を
「
ゾ
ウ
ワ
ー
」
と
呼
ぶ
。「
春
月
」
と
表
記
し
、
漢

族
の
「
春
チ
ュ
ン
チ
ィ
エ

節
」
に
相
当
す
る
。
以
下
、
語
彙
的
に
も
漢
語
の
借
用
が
多

く
、
漢
文
化
の
影
響
が
強
い
大
理
州
大
理
市
の
ぺ
ー
族
の
習
俗
を
記
す
。

他
地
の
ぺ
ー
族
か
ら
は
「
ハ
ベ
ニ
ー
」（「
漢ハ
ン
バ
イ
レ
ン

白
人
」
つ
ま
り
「
漢
化
し
た

ペ
ー
族
の
意
」）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
雲
南
第
二
の
湖
、
洱
海
の

北
端
に
位
置
す
る
ペ
ー
族
村
、
上
沙
坪
村
（
約
六
百
戸
・
秦
家
と
楊
家
が

大
部
を
占
め
る
）
で
二
○
○
七
年
八
月
に
取
材
し
た
が
、
同
村
の
属
す
る

江
尾
郷
一
帯
は
、
本
論
で
紹
介
す
る
神
像
呪
符
に
関
し
て
、
ペ
ー
族
で
は

最
大
の
生
産
・
販
売
地
の
一
つ
で
あ
る
。
同
村
の
沈
林
花
さ
ん
（
女
性
・

古
物
販
売
・
四
二
歳
）
に
取
材
し
、
兄
の
沈
祖
林
さ
ん
（
男
・
古
物
販
売
・

四
六
歳
）
か
ら
も
教
示
を
受
け
た
。

　

年
の
暮
れ
、
竈
か
ま
ど

神が
み

が
天
に
上
が
り
、
天
上
の
朝
廷
に
君
臨
す
る
玉
皇
大

帝
に
一
家
の
一
年
の
行
い
を
報
告
す
る
が
、
こ
の
時
期
位
に
年
越
し
の
準

備
が
は
じ
ま
り
、
魚
や
肉
な
ど
は
年
越
し
前
に
準
備
す
る
。
竈
神
を
送
る

日
は
、
年
末
の
二
十
三
日
で
、「
拝
パ
イ
ザ
オ
チ
ン
ラ
オ
イ
エ
ー

竈
君
老
爺
」（
ベ
ー
ヅ
ー
ォ
グ
ー
ラ

オ
イ
ェ
ー
）
の
儀
式
を
行
う
。
た
だ
、
竈
神
の
神
像
に
水
飴
を
塗
り
、
天

上
で
の
家
の
悪
口
を
防
ぐ
内
地
の
習
俗
は
、
今
日
で
も
大
理
市
に
も
み
ら

れ
る
が
、
家
で
は
行
わ
な
い
。
竈
神
を
天
に
送
る
藁
馬
も
用
い
な
い
。

　

年
越
し
の
晩
「
三
サ
ン
ス
ー
ワ
ン
シ
ャ
ン

十
晩
上
」（
サ
ツ
ニ
ベ
ク
ー
）
は
、
よ
い
も
の
を
食

べ
、
旧
時
は
こ
の
日
の
み
豚
肉
も
膳
に
並
べ
た
。
豊
か
な
家
庭
で
は
、
一

年
に
一
度
、
年
越
し
の
準
備
に
服
を
一
揃
え
新
調
し
た
。
年
越
し
前
に
は
、

家
の
掃
除
を
し
、
埃
を
す
べ
て
外
に
出
す
。
ま
た
ふ
だ
ん
足
を
洗
わ
な
い

人
も
、
こ
の
日
だ
け
は
足
を
洗
い
、
頭
も
洗
う
。

　

晩
に
「
拝
パ
イ
テ
ィ
エ
ン

天
」（
ベ
ヘ
モ
ー
）
と
い
い
、
中
庭
に
祭
卓
を
出
し
、
香

を
焚
き
、
酒
・
茶
や
肉
料
理
、
一
対
の
魚
、
白
飯
、
緑
や
紅
色
の
あ
ら
れ

を
並
べ
、
家
長
を
筆
頭
に
天
界
の
諸
神
を
拝
む
（
家
の
東
側
の
壁
の
上
に

神
棚
が
あ
り
、
天
神
の
牌
位
が
貼
ら
れ
る
）。
頭
を
地
に
つ
け
る
「
叩コ
ウ
ト
ウ頭

」

の
動
作
を
三
回
繰
り
返
す
。
紙
の
模
造
銭
「
紙
ツ
ー
チ
ィ
エ
ン

銭
」
と
天
地
神
の
図
像

も
燃
や
す
。
祖
先
の
牌
位
も
拝
む
。

　

年
が
明
け
る
と
す
ぐ
に
家
を
出
て
、
井
戸
水
を
汲
み
に
行
く
。
若
水
と

り
は
「
な
ん
で
も
善
い
も
の
が
家
に
入
る
」
意
味
で
、
村
の
者
競
っ
て
井

戸
の
前
に
な
ら
ぶ
。
井
戸
端
で
井
戸
を
守
る
「
井チ
ン
ス
イ
ロ
ン
ワ
ン

水
龍
王
」
に
線
香
を
捧

げ
る
。
同
じ
く
旧
き
を
捨
て
、
新
し
き
を
尊
ぶ
意
味
で
は
、
母
屋
中
央
の

客
間
に
青
い
松
葉
を
敷
き
つ
め
る
が
、「
青チ
ン
チ
ン
ソ
ン
ソ
ン

青
松
松
」
が
「
軽チ
ン
チ
ン
ソ
ン
ソ
ン

軽
鬆
鬆
」

に
通
じ
、「
気
軽
で
よ
い
気
分
」
の
掛
詞
で
も
あ
る
。
寝
る
前
に
門
を
閉

じ
る
（「
封
フ
ォ
ン
メ
ン

門
」）。
門
扉
を
守
る
門
神
に
線
香
を
捧
げ
る
。

　

元
旦
は
「
正
チ
ョ
ン
ユ
エ
チ
ュ
ー
イ
ー

月
初
一
」（
ツ
ェ
ン
ワ
ー
ウ
ー
イ
ー
）
と
い
い
、
朝
、

六
時
ご
ろ
起
き
開
門
す
る
。「
大
門
大
大
開
、
金
銀
財
宝
滾
進
来
、
滾
進

不
滾
出
、
滾
得
満
堂
屋
」（「
表
門
は
大
き
く
開
き
、
金
銀
財
宝
が
こ
ろ
が

り
こ
む
、こ
ろ
が
り
こ
ん
で
で
て
い
か
ず
、そ
れ
で
部
屋
中
い
っ
ぱ
い
に
」）

と
唱
え
る
。

　

朝
は
村
神
を
祭
祀
す
る
本
主
廟
に
線
香
を
あ
げ
る
者
も
い
る
。
ま
た
、

朝
に
竈
神
は
天
か
ら
帰
っ
て
来
、
神
像
を
新
し
く
す
る
。
村
で
龍
踊
り

「
耍
ス
ワ
ロ
ン龍

」（
ス
ワ
ヌ
ー
）
と
劇
を
歌
い
踊
る
が
、龍
踊
り
は
村
中
を
練
り
歩
き
、
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ま
た
個
別
の
家
に
招
か
れ
て
踊
り
、
お
ひ
ね
り
を
も
ら
う
。
正
月
十
五
日

は
「
元
ユ
ゥ
ェ
ン
シ
ャ
オ
チ
ィ
エ
ー

宵

節
」（
ド
ゥ
ー
ザ
ー
ニ
ー
）
で
、
こ
の
村
で
は
こ
の
日
、

胡
桃
と
黒
砂
糖
を
入
れ
た
団
子
、
元
宵
を
食
べ
る
。
内
地
と
同
じ
く
夜
に

灯
籠
を
家
門
に
掲
げ
る
風
習
が
大
理
市
内
に
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
行
わ

な
い
。

三
．
神
像
呪
符
「
甲
馬
子
」
に
み
る
春
節
の
神
々

　

雲
南
省
に
は
「
甲ジ
ャ
ー
マ
ー
ツ

馬
子
」
と
呼
ば
れ
る
祭
祀
用
の
木
版
画
が
各
地
に
あ

る
。
年
中
行
事
・
祭
祀
儀
礼
・
日
常
の
祈
願
に
使
わ
れ
、
祈
願
を
送
り
届

け
る
た
め
、
粗
末
な
雑
紙
に
刷
ら
れ
、
祭
祀
後
燃
や
し
て
煙
に
す
る
。
こ

の
種
の
神
像
呪
符
は
「
紙チ
ー
マ
ー馬

」「
神
シ
ェ
ン
マ
ー

馬
」
と
も
い
い
、
元
来
中
国
各
地
で
」

広
く
み
ら
れ
、
春
節
前
後
は
竈
神
・
門
神
・
天
地
諸
神
や
開
運
の
吉
祥
版

画
が
使
わ
れ
た
（
川
野
明
正
『
神
像
呪
符
〈
甲
馬
子
〉
集
成
─
─
中
国

雲
南
省
漢
族
・
白
族
民
間
信
仰
誌
』
に
詳
し
い
）。
南
宋
・
孟
元
老
『
東

京
夢
華
録
』
巻
十
「
十
二
月
」「
交
年
節
」
に
「
二
十
四
日
は
交
年
節
で
、

市
民
は
夜
に
な
る
と
僧
侶
や
道
士
を
招
い
て
読
経
を
し
て
も
ら
い
、
酒
や

果
物
を
し
つ
ら
え
て
神
送
り
を
し
、
家
じ
ゅ
う
の
も
の
の
替
代
と
紙
銭
と

を
焼
き
、
ま
た
竈
の
神
の
像
を
竈
に
貼
り
、
酒
粕
を
竈
の
口
に
塗
り
つ
け

る
。
こ
れ
を
〈
酔
司
命
〉
と
い
う
」
と
記
し
、同
書
同
巻
「
除
夜
」
に
「
歳

暮
に
近
づ
く
と
、
街
で
は
ど
こ
で
も
門
神
・
鍾
馗
・
桃
板
、
桃
符
や
、
財

門
鈍
驢
や
回
頭
鹿
馬
や
天
行
帖
子
を
印
刷
し
た
の
を
売
り
だ
す
」
と
記
す

が
如
き
で
あ
る
。
文
化
大
革
命
以
降
神
像
呪
符
は
、
一
部
を
除
き
ほ
ぼ
消

滅
し
た
が
、
雲
南
省
で
は
現
在
で
も
日
常
祭
祀
に
用
い
、
貴
重
な
民
俗
資

料
で
あ
る
。

①
〈
竈
君
〉（fig.1

）

　

竈
神
の
神
像

は
、
他
地
で
は
夫

人
一
人
か
、
妻
妾

二
人
と
と
も
に
男

性
の
竈
神
を
描
く

こ
と
が
多
く
、
雲

南
省
は
男
性
一
人

の
立
像
が
多
い
点

が
特
徴
で
あ
る
。

②〈
三
界
神
威
聖

神
総
真
〉（fig.2

）

〈
天
地
之
神
〉（fig.3

）

　

か
つ
て
内
地
で

は
数
多
の
天
神
地

祇
を
描
く
神
像
版

画
が
あ
り
、
新
年

の
神
迎
え
の
依
代

と
し
た
。
一
方
こ

の
〈
三
界
神
威
聖

神
総
真
〉
は
本
主

（
村
神
）
の
祭
祀
秩

fig�.1〈竈君〉（洱源県江尾郷・
紅紙墨刷─22.0㎝×12.6㎝） 

fig.2�〈三界神威聖神総真〉（大理市太和
村・白紙墨刷─22.0㎝×17.2㎝）

fig.3�〈天地之神〉（洱源県江尾郷・雑
紙墨刷─11.6㎝×11..5㎝）
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序
を
描
き
、
本
主
信
仰
の
内
容
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。〈
天
地
之
神
〉
は
女

性
の
天
神
が
空
に
羽
ば
た
い
て
浮
き
、ペ
ー
族
の
天
神
信
仰
を
表
現
し
て
い
る
。

③
〈
血
神
之
神
〉（fig.4

）

　

旧
時
年
越
し
前
に
各
地

に
「
窮
鬼
」、
つ
ま
り
貧

乏
神
を
送
る
「
送
窮
」
の

儀
式
が
あ
っ
た
（
唐
代
の

韓
愈
に
「
送
窮
文
」
が
あ

る
）。
唐
代
の『
四
時
宝
鑑
』

は
、「
高
陽
氏
（
伝
説
の
王
、

顓
頊
氏
）
の
子
、
好
ん
で

弊
を
衣
、
糜
を
食
す
。
正

月
晦
日
、
巷
に
死
す
。
世
々
糜
を
作
り
破
衣
を
棄
て
、
是
の
日
巷
に
祝
し
、

貧
を
除
く
と
い
う
」
と
あ
る
。
雲
南
省
で
は
清
代
ま
で
こ
の
行
事
を
疫
病

神
を
送
る
儀
式
と
し
、
正
月
一
日
に
小
豆
粥
を
門
前
の
路
上
に
播
い
て
疫

病
神
を
送
っ
た
。
た
だ
し
、
疫
病
神
は
顓
頊
氏
の
子
で
は
な
く
、
共
工
氏

の
子
と
い
う
。
永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
一
巻
は
「
共
工
氏
に
七
人

の
子
が
あ
っ
た
が
、
み
な
不
才
子
で
流
落
し
て
瘟
疫
を
世
間
に
伝
播
し
て

人
を
苦
し
め
た
」
と
す
る
（
同
書　

二
四
○
頁
）。「
血
神
」
は
難
産
死
し

た
小
児
の
霊
で
、
襤
褸
を
纏
っ
た
小
児
に
雲
南
の
疫
病
神
の
観
念
が
あ
る
。

④
〈
青
姑
娘
娘
〉（fig.5

）

　

永
尾
龍
造
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻
は
剣
川
県
の
「
淹
イ
エ
ン
チ
ン
ク
ー
ニ
ャ
ン

磬
姑
娘
」
の

女
神
伝
説
を
記
す
。
こ
の
女
神
は
正
月
十
五
日
の
元
宵
節
の
夜
に
糞
堆
に
跳

び
込
ん
で
死
ん
だ
娘

で
あ
る
。「
附
近
の

婦
人
た
ち
は
そ
の
死

を
悼
ん
で
、
其
の
命

日
た
る
元
宵
の
夜
、

草
束
を
以
て
人
形

を
作
り
、
長
香
を

焚
い
て
之
を
吊
ひ
、

街
中
を
練
り
歩
い

て
河
畔
に
行
き
、
口
々
に
唱
へ
ご
と
を
し
て
、
終
り
に
人
形
の
衣
裳
を
は

い
で
河
中
に
投
ず
る
習
慣
が
起
こ
っ
た
」（
同
書　

五
四
○
頁
）。
剣
川
県

甸
南
鎮
で
は
「
青
チ
ン
グ
ー
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン

姑
娘
娘
」
と
も
い
い
、
幼
い
男
子
に
将
来
の
嫁
と
し

て
家
に
入
り
労
働
す
る
「
童ト
ン
ヤ
ン
シ
ー

養
媳
」
が
、
嫁
い
び
り
の
末
川
に
飛
び
込
み

自
殺
し
た
と
し
て
「
青
チ
ン
グ
ー
ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
チ
ィ
エ
ー

姑
娘
娘
節
」
が
あ
る
。
元
宵
節
の
日
、
中

国
各
地
で
は
晩
に
便
所
の
神
、
紫
姑
娘
娘
を
祭
祀
す
る
。
六
朝
宋
・
劉
敬

叔
『
異
苑
』
に
憤
死
し
た
妾
を
正
月
十
五
日
に
人
形
を
作
っ
て
招
霊
し
、

便
所
や
豚
小
屋
で
占
う
旨
記
し
、
六
朝
梁
・
宗
懍
『
荊
楚
歳
時
記
』
は
「
そ

の
夕
に
紫
姑
を
迎
え
、
も
っ
て
将
来
の
蚕
桑
を
卜
し
、
な
ら
び
に
農
事
を

占
う
」
と
書
く
。
箕
と
箒
や
笊
・
し
ゃ
も
じ
で
神
体
を
つ
く
り
、
問
答
し
、

神
体
が
動
き
神
託
す
る
。
糞
堆
に
死
ん
だ
淹
磬
姑
娘
は
、
占
い
の
要
素

は
な
い
が
、
紫
姑
娘
娘
の
行
事
の
影
響
が
あ
る
。「
老
人
が
眼
鏡
を
か
け

て
い
る
と
き
に
、
眼
鏡
に
遮
ら
れ
て
見
え
な
い
と
思
い
、
悪
戯
を
し
、
卓

上
の
菓
子
を
取
っ
て
食
べ
た
。
老
人
は
見
ぬ
風
を
し
て
眼
鏡
を
置
い
て
立

fig.4 〈血神之神〉（洱源県江尾郷・雑紙
墨刷─12.6㎝×12.3㎝）

fig.5 〈青姑娘娘〉（洱源県江尾郷・雑
紙墨刷─13.3㎝×11.5㎝）



171

ち
去
っ
た
。
娘
は
そ
の
眼
鏡
を
掛
け
て
み
る
と
、
思
い
が
け
な
く
よ
く
見

え
る
の
で
娘
は
驚
い
て
恥
じ
て
そ
の
ま
ま
庭
に
駆
け
だ
し
て
糞
堆
の
中
に

身
を
投
じ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
」（
前
掲
書　

五
四
○
頁
）。「
淹イ

エ
ン
チ
ン
磬
」
と

「
眼
イ
エ
ン
チ
ン

鏡
」
は
同
音
な
の
で
、
こ
の
伝
説
が
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
〈
当
年
太
歳
〉（fig.6

）

　

土
地
祭
祀
の
際
に
土
中
の
凶
神
と
し
て
畏
れ
ら
れ
る
〈
当
年
太
歳
〉
を
祭
祀

す
る
が
、
そ
の
形
象

は
、
迎
春
行
事
で
あ

る
「
打
ダ
ー
チ
ュ
ン
ニ
ュ
ウ

春
牛
」
の

儀
礼
や
暦
書
の
表
紙

に
描
か
れ
て
い
た
春

牛
の
形
象
を
反
映
し

て
お
り
、
歳
神
と
し

て
の
太
歳
を
描
く
。

歳
星
（
木
星
）
の
軌

道
を
反
対
に
回
る
と
さ
れ
る
架
空
の
星
で
あ
る
。

四
．
結
論

　

上
沙
坪
村
の
ペ
ー
族
の
春
節
は
一
瞥
す
る
に
漢
族
の
春
節
習
俗
と
大
同

小
異
で
、
本
主
廟
詣
で
や
、
若
水
や
青
松
の
み
に
ペ
ー
族
独
特
の
習
俗
が

窺
え
る
か
に
み
え
る
。
し
か
し
神
像
呪
符
の
民
俗
神
は
、〈
三
界
神
威
聖

神
総
真
〉
が
漢
族
の
天
神
地
祇
で
は
な
く
、
春
節
の
本
主
廟
詣
で
が
あ
る

ペ
ー
族
の
村
神
、
本
主
の
諸
神
の
祭
祀
秩
序
に
換
骨
奪
胎
さ
れ
る
な
ど
、

多
く
の
神
像
は
本
来
の
意
味
と
は
異
な
っ
て
理
解
さ
れ
、
ペ
ー
族
自
身
の

祭
祀
秩
序
や
祭
祀
目
的
に
従
う
。
こ
れ
は
誤
解
の
結
果
で
は
な
く
、
再
解

釈
的
な
意
味
賦
与
の
行
為
と
い
え
、
漢
族
の
風
俗
習
慣
に
倣
い
つ
つ
も
、

じ
つ
は
ペ
ー
族
の
風
俗
習
慣
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
根
を
下
ろ
し
た
内
実
を

も
つ
。
漢
文
化
の
強
い
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
ペ
ー
族
の
信
仰
世
界
は
漢

文
化
に
対
し
て
二
重
性
を
保
ち
、
根
底
に
は
独
自
の
世
界
観
が
確
乎
と
し

て
息
づ
い
て
い
る
。
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